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要旨 

タカサゴキララマダニ Amblyomma testudinarium は、千葉県では 2000 年代に入ってから生息が明らかになったマダニである。2004 年

11 月から 2018 年 3 月までにフラッギング法により植生上から 109 個体(成ダニ 9、若ダニ 100)のタカサゴキララマダニが採集された。

採集された地域は、勝浦市、鴨川市、大多喜町、富津市、君津市、御宿町、市原市、いすみ市の 6 市 2 町で、2 月から 11 月に採集され

た。また、宿主動物 4 種 5 個体（イノシシ 1、マムシ 2、ニホンジカ 1、イヌ 1）から 26 個体(成ダニ 17、若ダニ 9)、人体刺症 4 症例か

ら 4 個体(成ダニ 1、若ダニ 3)が採集された。本種が、人の生活圏に近いところでも生息していることが示唆され、人刺咬被害に注意す

る必要があると考えられた。 
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はじめに  

近 年 マ ダ ニ が 媒 介 す る 感 染 症 で あ る 重 症 熱

性 血 小 板 減 少 症 候 群 ( S F TS )や 日 本 紅 斑 熱 、 ダ

ニ 媒 介 脳 炎 な ど が 問 題 と な り 、 マ ダ ニ に 関 す

る 関 心 が 高 ま っ て い る 1 ) 2 ) 3 )。  

タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ は 、 東 南 ア ジ ア に 広

く 分 布 し 、 国 内 で は 関 東 地 方 以 南 に 分 布 す る

大 型 の マ ダ ニ で あ る 4 )。 2 0 0 0 年 以 前 に 行 わ れ

た 千 葉 県 内 の 調 査 で タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ は

採 集 さ れ て い な い が 5 ) 6 ) 7 )、2 0 0 1 年 に 天 津 小 湊

町 (現 鴨 川 市 )で タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ に よ る

野 生 ジ カ 研 究 者 の 刺 咬 被 害 が 報 告 さ れ 8 )、 初

め て 県 内 で の 生 息 が 確 認 さ れ た 。  

千 葉 県 は 房 総 半 島 南 部 で 日 本 紅 斑 熱 患 者 が

発 生 し て お り 2 )、 マ ダ ニ は 重 要 な 衛 生 動 物 で

あ る 。 そ の た め 、 千 葉 県 衛 生 研 究 所 で は マ ダ

ニ の 生 息 調 査 を 実 施 し て い る 。  

ま た 、 タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ か ら は 人 に 病

原 性 の あ る 、 重 症 熱 性 血 小 板 減 少 症 候 群

( S F T S )ウ イ ル ス 遺 伝 子 も 検 出 さ れ て い る こ と

か ら 1 )、 千 葉 県 内 で の 本 種 の 生 息 状 況 を 注 視

す る 必 要 が あ る 。 今 回 、 千 葉 県 内 の タ カ サ ゴ

キ ラ ラ マ ダ ニ の 生 息 状 況 の 現 状 に つ い て 報 告

す る 。  

方法  

2 0 0 4 年 1 1 月 か ら 2 0 1 8 年 3 月 ま で に 当 所 で

植 生 上 、 宿 主 動 物 お よ び ヒ ト か ら 採 集 し た マ

                                                                 
1）元千葉県衛生研究所 

ダ ニ 類 を 実 体 顕 微 鏡 下 で 形 態 学 的 に 同 定 し た 。 

植 生 上 か ら は 、 フ ラ ン ネ ル 布 （ 7 5 c m(幅 )×

1 2 5 c m(長 )）を 用 い た フ ラ ッ ギ ン グ 法 に よ り 、

成 ダ ニ お よ び 若 ダ ニ を 採 集 し た 。調 査 は 、2 0 1 0

年 ま で は 勝 浦 市 、 鴨 川 市 お よ び 大 多 喜 町 で 実

施 し 、 2 0 1 1 年 と 2 0 1 2 年 は 、 よ り 詳 細 な 調 査

の た め 、 タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ の 生 息 を 確 認

し て い た 勝 浦 市 、 鴨 川 市 、 大 多 喜 町 に 富 津 市

と 君 津 市 を 加 え 、 採 集 し た マ ダ ニ 類 の 全 個 体

数 の 把 握 を 開 始 し た 。 2 0 1 3 年 以 降 は 、調 査 範

囲 を 広 げ 千 葉 県 内 の 3 0 市 町 7 1 カ 所 で 調 査 を

実 施 し た 。  

宿 主 動 物 か ら は 、 当 所 に 搬 入 さ れ た 、 動 物

(マ ム シ 、 ニ ホ ン ジ カ )に 寄 生 し て い た マ ダ ニ

類 を 採 集 し 、 搬 入 機 関 の 情 報 か ら 宿 主 動 物 の

捕 獲 地 を タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ の 採 集 地 と し

た 。 ま た 、 東 京 大 学 千 葉 演 習 林 内 で 捕 獲 さ れ

た 野 生 動 物 (イ ノ シ シ 、 マ ム シ )か ら 採 集 し た

タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ の 採 集 地 は 、 東 京 大 学

千 葉 演 習 林 事 務 所 所 在 地 と し 、 千 葉 県 動 物 愛

護 セ ン タ ー で 捕 獲 さ れ た イ ヌ か ら 採 集 し た タ

カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ に つ い て は 、 イ ヌ の 捕 獲

地 を 採 集 地 と し た 。  
ヒ ト か ら は 、 当 所 に 搬 入 さ れ た ヒ ト に 寄 生

し て い た マ ダ ニ 類 を 採 集 し 、 搬 入 機 関 等 の 情

報 か ら 刺 咬 被 害 地 を タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ の

採 集 地 と し た 。  
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結果  
1.植 生 上 か ら の 採 集  

2 0 0 4 年 1 1 月 に 千 葉 県 勝 浦 市 大 森 で タ カ サ

ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ 若 ダ ニ 1 個 体 が 初 め て 採 集 さ

れ た 。 2 0 1 8 年 3 月 ま で に 1 0 9 個 体 (成 ダ ニ 9、

若 ダ ニ 1 0 0 )の タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ が 採 集 さ

れ た 。 タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ が 採 集 さ れ た 地

域 は 千 葉 県 南 部 の 勝 浦 市 ( 3 )、鴨 川 市 ( 3 )、大 多

喜 町 ( 1 )、 富 津 市 ( 1 )、 君 津 市 ( 3 )、 御 宿 町 ( 1 )、

市 原 市 ( 1 )、 い す み 市 ( 1 )の 6 市 2 町 1 4 地 点 で

あ っ た (図 - 1 )。 勝 浦 市 大 森 で 初 め て タ カ サ ゴ

キ ラ ラ マ ダ ニ が 採 集 さ れ た 2 0 0 4 年 以 降 、主 な

タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ の 採 集 地 は 県 南 部 の 房

総 丘 陵 地 で あ っ た が 、2 0 1 7 年 5 月 に い す み 市

万 木 で タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ が 採 集 さ れ た 。

い す み 市 万 木 は 水 田 地 域 で あ り 、 初 め て 房 総

丘 陵 地 以 外 で 本 種 が 採 集 さ れ た 。  

ま た 、 木 更 津 市 で は 、 2 0 1 3 年 と 2 0 1 4 年 に

合 計 5 回 、 長 柄 町 で は 2 0 1 4 年 か ら 2 0 1 8 年 ま

で 1 3 回 、 植 生 上 か ら 採 集 調 査 を 実 施 し た が 、

タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ は 採 集 さ れ な か っ た 。  

2.宿 主 動 物 か ら の 採 集  

イ ノ シ シ ( 1 )、マ ム シ ( 2 )、ニ ホ ン ジ カ ( 1 )、イ

ヌ ( 1 )の 4 種 5 個 体 の 宿 主 動 物 か ら タ カ サ ゴ キ

ラ ラ マ ダ ニ 2 6 個 体 (成 ダ ニ 1 7 ,若 ダ ニ 9 )が 採

集 さ れ た 。 イ ノ シ シ 、 ニ ホ ン ジ カ 、 イ ヌ か ら

は 成 ダ ニ の み が 採 集 さ れ 、 マ ム シ か ら は 若 ダ

ニ の み が 採 集 さ れ た (図 - 2 )。 タ カ サ ゴ キ ラ ラ

マ ダ ニ が 採 集 さ れ た 宿 主 動 物 の 捕 獲 地 は 、 鴨

川 市 (イ ノ シ シ ( 1 )、マ ム シ ( 2 ) )、君 津 市 (マ ム シ

( 2 ) )、 木 更 津 市 (ニ ホ ン ジ カ ( 1 ) )、 長 柄 町 (イ ヌ

( 1 ) )の 3 市 1 町 で あ っ た 。  

3.ヒ ト か ら の 採 集  

タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ に よ る 人 刺 咬 被 害 4

症 例 か ら 、 4 個 体 (成 ダ ニ 1、 若 ダ ニ 3 )の タ カ

サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ が 採 集 さ れ た (図 - 3 )。 刺 咬

被 害 地 は 、 勝 浦 市 ( 2 )お よ び 君 津 市 ( 1 )の 2 市

で 、 被 害 時 期 は 4、 5、 6、 8 月 で あ っ た 。  

4.植 生 上 か ら の 採 集 時 期  

2 0 0 4 年 か ら 2 0 1 8 年 の 間 に タ カ サ ゴ キ ラ ラ

マ ダ ニ が 採 集 さ れ た 時 期 は 2 月 か ら 1 1 月 で 、

採 集 の ピ ー ク は 4 月 か ら 6 月 で あ っ た (図 - 4 )。

マ ダ ニ 類 の 全 個 体 数 の 把 握 を 始 め た 、2 0 1 1 年

か ら 2 0 1 8 年 ま で に 採 集 し た マ ダ ニ 類 の 採 集

状 況 は 表 - 1 の と お り で 、タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ

ニ は 1 0 0 個 体 で 、 採 集 率 は 0 . 6 8％ で あ っ た 。  

 

考察  

植 生 上 か ら の 調 査 で は 、2 0 1 6 年 ま で は 房 総

半 島 南 部 の 丘 陵 地 域 で 採 集 さ れ て い た が 、

2 0 1 7 年 に 水 田 地 域 で あ る い す み 市 万 木 で 採

集 さ れ 、 タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ が 人 の 生 活 圏

に 近 い と こ ろ で も 生 息 し て い る こ と が 確 認 さ

れ た 。  

タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ は 2 月 か ら 1 1 月 の

間 で 植 生 上 か ら 採 集 さ れ た こ と か ら 、 タ カ サ

ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ の 活 動 期 間 は 長 く 、 刺 咬 被 害

が 4、 5、 6、 8 月 に 発 生 し て い る 。  

こ れ ら の こ と か ら 、 本 種 に よ る 人 刺 咬 被 害

に 十 分 注 意 す る 必 要 が あ り 、 4 月 か ら 6 月 は

特 に 注 意 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

マ ダ ニ 類 の 生 活 環 は 宿 主 動 物 に 寄 生 す る こ

と で 成 立 し て い る 。 本 調 査 で イ ノ シ シ 、 マ ム

シ 、 ニ ホ ン ジ カ 、 イ ヌ に 寄 生 し て い た タ カ サ

ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ を 確 認 し た こ と か ら 、 爬 虫 類

か ら 中 ・ 大 型 哺 乳 動 物 ま で 幅 広 い 動 物 に 寄 生

し て い る と 考 え ら れ た 。  

木 更 津 市 と 長 柄 町 で は 植 生 上 か ら タ カ サ ゴ

キ ラ ラ マ ダ ニ の 採 集 が で き て い な い が 、 捕 獲

さ れ た ニ ホ ン ジ カ と イ ヌ か ら タ カ サ ゴ キ ラ ラ

マ ダ ニ が 採 集 さ れ た こ と か ら 、 木 更 津 市 と 長

柄 町 で も 本 種 が 生 息 し て い る と 推 測 さ れ た 。  

タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ に よ る 人 刺 咬 被 害 が

4 症 例 確 認 さ れ た が 、 本 種 に よ る 人 刺 咬 被 害

は 他 地 域 で も 報 告 さ れ て い る 9 ) 1 0 ) 1 1 ) 1 2 ) 1 3 )。  

今 後 、 宿 主 動 物 の 生 息 域 の 拡 大 に 伴 い 、 タ

カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ の 生 息 域 が 拡 大 し 、 人 体

刺 症 が 増 加 し 、 マ ダ ニ 媒 介 感 染 症 が 増 加 す る

可 能 性 が 考 え ら れ る 。 今 後 も 本 種 の 生 息 状 況

を 注 視 す る 必 要 が あ る 。  
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採集数は、成ダニと若ダニの合算である。

合計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
調査地点数 37 30 32 35 40 34 38 38 37 36 35 37
調査回数 52 39 43 53 48 49 54 49 52 50 44 47
タカサゴキララマダニ 100 0 1 7 24 16 26 8 3 9 6 0 0
フタトゲチマダニ 7,660 0 51 595 2,101 1,878 1,148 938 541 367 41 0 0
キチマダニ 2,781 233 325 502 452 158 76 37 63 122 205 350 258
ヒゲナガチマダニ 2,159 314 319 268 377 134 23 1 0 0 79 246 398
オオトゲチマダニ 1,687 229 164 267 246 38 33 9 8 82 194 178 239
ツノチマダニ 131 0 0 0 25 24 24 25 7 21 4 1 0
アカコッコマダニ 225 28 50 54 66 14 4 0 0 0 0 2 7
ヤマトマダニ 95 1 1 12 17 34 29 1 0 0 0 0 0

14,738 805 910 1,698 3,284 2,280 1,337 1,011 619 592 523 777 902
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図-4.植生上からの月別採集数
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